
｢どこが｣危ない

富士山の火山防災体制構築の流れ

富士山の防災対策がスタート

H13.7 富士山火山防災協議会設置
H13.7 ハザードマップ検討委員会

低周波地震が頻発

H12.10～12
H13.  4～ 5

「いつ」「どこから」「だれが」避難する 「どこへ」「どのように」避難する

Ｈ２４．６．８

富士山火山防災対策協議会設置
Ｈ２４．６．８

富士山火山防災対策協議会設置

・関係機関により平常時から共同検討

○具体的で実践的な避難計画の策定

避難時期 避難対象地域

避難場所 避難経路・手段

（いつ・どこから・だれが）
避難対象者

（どこへ・どのように）
避難する

○ハザード
マップ
作成

各市町村でハザー
ドマップを配布

H16.6

○噴火時等の
具体的で実践
的な避難計画
策定の手引

分かりやすい
手引きの作成

H24.3

○防災基本
計画の
修正

火山防災協議会
の位置付け

H23.12.27

○噴火時等の避難
に係る火山防災
体制の指針

火山防災協議会における
噴火警戒レベルに応じた
避難計画の共同検討

H20.3.19
○富士山火山

広域防災
対策検討会

広域防災対策の
具体的な提言

富士山の火山防災
計画のあり方

H17.7

○富士山火山広域
防災対策基本方針

各機関の取組方針

火山活動度と防災
行動の結び付け

H18.2

○噴火警戒レベル
導入

H19.12

資
料
１


